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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成20年　6月　14日　(土)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者松沢　厚子　　記録者　庭田　誓子
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 医療事故対策委員会より

事故のリスクに合わせた事故報告の報告ルートをリスクマネージメントのマニュアルに挟めてあります。スタッフ全員で周知徹底して下さい。

· ＣＤユニットの歯ブラシ消毒について

昨日のカンファレンスでは、毎食後、各個人のコップで歯ブラシをハイター消毒をするという意見がでていましたが、朝、夕はハブラシを洗うだけにし、夕食後にハイター消毒するだけでも良いのでは？との意見もあります。

スタッフで再度検討していきましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 田中豊三様～本人の車椅子の右側のブレーキレバーを本人、破損しています。御家族　

に連絡し、しばらくはそのままで使用して欲しいとのことでした。車椅子は通常に使用できますが、破損した部分で、怪我などしないよう、使用時は十分に気を付けていきましょう。

· 塚田昌様～貧血傾向ある事から、本日から鉄剤が処方にとなっています。　貧血の症　　　

状に注意して観察を継続して行っていきましょう。

· 大渡福蔵様～昨日、川端Ｄｒへ血液検査の結果報告しています。６月１７日（火）の　　　

朝に、血液検査の指示受けています。内容は、６月１３日（金）の採血と同じものでとの事です。

　　　　　　　結果は、至急ＦＡＸで提出し、結果が出たら川端Ｄｒへ電話して下さい。

　　　　　　　引き続いて、全身状態の観察していきましょう。

＜ＳＳＴ評価・検討＞

　本日の議題：話し掛けるタイミング

　Ａユニット～全体的に、穏やかな雰囲気で行っています。自発的に発言される方が少なかったです。話題に対して、的外れな発言をする方は少なかったです。

　　　　　　・高橋康満様～発言促さなくとも「自分は、挨拶をしてから話し掛ける」

　　　　　　　　　　　　　としっかりと発言されていました。

　　　　　　・田端玲子様～「自分は、相手の様子を見て話し掛けれず、自分の気持ちを優先してしゃべってしまう」としっかりと自分について振り返り、話す事が出来ています。

　　　　　　・木ノ下ツヨ様～個別でのアプローチを行うと、しっかりと考え、発言する事が出来ています。

　　　　　　・佐々木栄子様～個別にアプローチしても、的外れな発言されていますが、他者の話をしっかりと聞くことが出来ています。

　　　　　　　

次回への提言・提案

　・今回も行っていましたが、木ノ下ツヨ様、佐々木栄子様には、個別に話し掛け、考え

　　る時間を持っていただき、発言を促す工夫が必要と思われます。

＜次回の課題＞感謝の気持ちを伝える。（相手からどんなことをしてもらったら、どんな感謝の気持ちを伝えるか）

　　今までにしてもらって嬉しかった事をあげてもらう。それに対してどのように話すか話し合い、ロールプレイにもっていく。理解力が低下している患者様が多い為、説明、場面設定は細かくボードに記載していく。

Ｂユニット～理解力の低下している患者様が多い為、的外れな発言される方が多く、具体的な説明を要しています。

　　　　　　話し掛けられたら嫌な時をあげていただき、どのような時に話しかけるのがいいかを考えて頂いています。1つ1つ、進めることによって適切な発言ができる方もいました。

　　　　　　若松高様と、沼沢ミヤ様でロールプレイを行っています。的外れな発言あり、スタッフの介入を要していました。

＜次回の課題＞

　Ａ・Ｂユニット共通でありますが、話題を説明する時は、スタッフが実践を交えながら

の具体的な説明をする事が必要と思われます。また、たとえ的外れな発言であっても、否定をせず、話ができている事を評価してください。

Ｃ・Ｄユニット～・峰田満男様～前回参加されず、今回、短期の目標を決めています。

　　　　　　　　・向山忠義様～参加拒否されていますが、途中から参加し、意見を述べられています。的外れな発言聞かれています。

　　　　　　　　・丸屋庄司様～難聴のため、他者の話を聞き取りにくく、他者と上手にコミュニケーションが取りずらい様子です。

　　　　　　　　　　　　　　　個別にアプローチし、発言促し、他者と円滑にコミュニケーションをとれるよう、スタッフ介入しています。

＜次回の課題＞

· 丸屋様～本人が、しっかりと話の内容を理解し、聞きやすくする為に、コリーダーが

付添い介入する必要があると思われます。

全体的に、患者様の誘導に時間を要するため、時間を考慮し、行って行く必要があると思われます。







